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あらまし：学習における整理活動の支援の１つとして，キットビルド概念マップ（KB マップ）が挙げら

れる．先行研究では，映像教材と KB マップを組み合わせることにより，学習者の理解が不十分な命題に

対応する部分の映像を選択的に再視聴できるシステムが提案され，その有効性が確認されている．本研究

では，再視聴の順序を推薦することによって，学習者がより効果的に再視聴できるシステムを提案する． 
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1. はじめに 

近年，学習形態の一つとして映像講義が行われる

ようになってきている．映像講義は通常の講義と異

なり，学習者が説明内容を繰り返し視聴すること・

特定の部分のみを視聴することが可能である． 

しかし，映像の自由な視聴だけでは自身が理解で

きていない箇所・再度視聴すべき映像部分が分から

ない学習者が多いことも示されている(1)． 

以上の 2 点を補助するために，映像教材とキット

ビルド概念マップを組み合わせ，特定の映像区間を

再視聴することを可能にした選択的再視聴システム

が提案されている(2)．本研究では，理解不十分な箇

所の再視聴誘導を行うシステムの設計・開発によっ

て，順序立った概念マップ修正が達成されることを

目的とする． 

 

2. キットビルド概念マップ 

2.1 概念マップ 

概念マップとは，概念（ノード）とそれらの関係

（リンク）から成る命題の集まりによって意味構造

を表した図的表現(3)である．概念マップの作成は知

識・理解の整理活動として学習効果が確認されてい

る．一方で，学習者により作成するマップが異なる

ため，教授者による即時診断が困難とされる． 

2.2 キットビルド概念マップ(KBマップ) 

KB マップでは，教授者が予め目標となるマップ

（ゴールマップ）を作成し，ノードとリンクのセッ

ト（キット）へと分解する．その上で，学習者は提

供されたキットからマップを再構築するという手法

である．学習者マップとゴールマップの差分（比較

マップ）を抽出することで，自動診断・フィードバ

ックが可能となっている．また，KB マップは通常

の概念マップ作成と同様の学習効果があり(4)，学習

内容の整理活動として有効であることが確認されて

いる(5)． 

 

図 1 マップ作成中のシステム画面 

 

3. 選択的再視聴システム 

映像講義は主に個人による学習を想定しているた

め，教授者による即時的なフィードバックが不可能

である．そこで，学習者自身に映像講義を適宜再視

聴してもらうことが必要となる． 

ゴールマップは映像教材をもとに構成されている

ため，個々の命題がいずれかの映像区間で説明され

ている．選択的再視聴システムでは，各命題とその

命題を説明している映像区間の対応付けを行った上

でキットを作成する． 学習者はフィードバックとし

て返された比較マップに存在する理解が不十分な命

題を選択することで，対応付けされた映像区間を再

視聴することができる．これにより，学習者は自身

の理解を再検討し，マップの修正を行うことができ

る． 

先行研究において行われた実験により，選択的再
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視聴システムを利用した場合は正しいマップ修正が

行われることが確認された(2)． 

 

4. 再視聴推薦機能 

選択的再視聴システムを利用する際に理解不十分

な命題が複数ある場合，どの命題から再視聴を行う

のかは学習者に任されている．本研究ではこの点に

着目し，映像教材の流れに沿ってマップ修正を行う

ことで教授者が意図している内容理解が促進される

と考え，説明順序に基づいた再視聴の誘導を行う． 

再視聴推薦機能は，学習者が理解できていない命

題の中で優先的に再視聴を行うべき命題を判別し，

マップ修正段階で学習者に提示する機能である．こ

こでは命題の優先度を設定するために，マップ内の

各命題に対して説明順序として，「その命題が教材の

中で何番目に説明されているか」という情報を利用

する．つまり，各命題には映像区間に加えて説明順

序が割り当てられることになる．これらを元に優先

的に再視聴を行うべき命題を判別する．優先度の設

定を図 2 の比較マップを例に挙げて説明する．ゴー

ルマップに存在するが学習者マップに存在しないリ

ンクを「欠落リンク」と呼び，比較マップでは[正解

のリンク]というラベルで表示される．欠落リンクは

学習者が作成できていないリンクであるため，理解

不十分な部分だと考えられる． 

 

図 2 比較マップと優先度設定 

 

学習者の理解状況が図 2 の場合，5 番以外の命題

が理解できていないことになる．この場合，5 番を

除く残りの命題に対して以下の基準で 3 段階の優先

度を設定する． 

 

・ 優先度：高（赤色で表示） 

映像区間が先頭かつ説明順が先頭の命題 

図 2 では 1 番の命題が対応する 

 

・ 優先度：中（橙色で表示） 

映像区間は先頭だが説明順が先頭ではない命題 

図 2 では 2, 3 番の命題が対応する 

 

・ 優先度：低（黄色で表示） 

映像区間が先頭でない命題 

図 2 では 4, 6 番の命題が対応する 

 
図 3 にシステム上での再視聴推薦機能の提示例を

示す．ここでは，映像区間 1 の複数の命題がゴール

マップと異なる命題として作成されているが，優先

度設定に基づいて優先度に応じて色を変えて表示さ

れている． 

 

図 3 再視聴推薦機能の提示例 

学習者がマップを完成させるまで，以上の優先度

設定を繰り返す．そのため，学習者の理解状況に応

じて命題の優先度が適宜変化することとなる．この

優先度に従って再視聴を行うことで，学習者は教材

の流れに沿ったマップ修正を行うことが可能となっ

ている． 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では，再視聴システムをより効率的に利用

してもらうことを目的とし，再視聴を誘導するシス

テムの設計・開発を行った． 

今後の課題として，本システムにより再視聴シス

テムの利用率が上がっていること・誘導によって映

像教材の正しい理解が促進されていることを実践利

用により確かめることが挙げられる． 

また，本研究では説明順序をもとに優先度を設定

したが，優先度の設定基準は他にも考えられる．映

像区間別で正解率を算出し，正解率の低い映像区間

から優先的に誘導する・学習者が既に理解している

命題から広げる形で誘導するなどの方法が考えられ

る．いずれの方法が再視聴の促進に有効であるかを

比較することも課題となっている． 
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